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常
陸
大
宮
市
の
面
積
は
３
４
８
・
３
８�
で
、

茨
城
県
の
面
積
の
５
・
７
％
を
占
め
る
な
ど
広

範
で
す
が
、
市
内
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用
車

が
ほ
と
ん
ど
で
、
車
を
運
転
し
な
い
方
は
移
動

が
限
ら
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
、
誰
も
が

安
心
し
て
市
内
を
移
動
で
き
る
よ
う
、
新
市
ま

ち
づ
く
り
計
画
で
も
重
点
事
業
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
、
市
内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

　

整
備
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
交
通
シ
ス
テ
ム

が
、
身
近
な
「
市
民
の
足
」
と
し
て
、
皆
さ
ん

に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
、

ニ
ー
ズ
等
の
把
握
を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
そ
の
結
果
を
ご
報
告
し
ま
す
。

　

集
計
結
果
か
ら
み
る
と
、
現
在
、
バ
ス

の
利
用
は
通
院
や
買
い
物
で
の
利
用
が
主

で
、
月
に
１
〜
３
回
程
度
と
少
な
い
利
用

状
況
で
す
。

　

ま
た
、
外
出
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の

運
転
や
家
族
の
送
迎
な
ど
、
多
く
の
方
が

自
動
車
を
利
用
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

外
出
に
対
し
て
、
過
半
数
の
世
帯
が
、

通
院
や
買
い
物
で
家
族
全
員
が
十
分
に
外

出
で
き
る
と
満
足
し
て
い
る
一
方
、
３
割

の
世
帯
が
、
家
族
の
う
ち
誰
か
が
十
分
に

外
出
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
、
そ
の

年
齢
層
は　

歳
以
上
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

６０

　

新
た
な
交
通
機
関
が
で
き
た
場
合
も
、

や
は
り
病
院
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
行
く
た
め
に
利
用
し
た
い
と
い
う
ニ
ー

ズ
が
高
く
、年
齢
層
で
も
、自
分
で
の
移
動

手
段
が
少
な
い
、　

歳
代
や　

歳
以
上
の

１０

６０

方
の
要
望
が
強
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

市
内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
は
現
在
、
こ

れ
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
参
考
に
、

市
内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
に

お
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
検
討
内
容
に

つ
い
て
も
、
ま
と
ま
り
次
第
ご
報
告
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
内
循
環
交
通
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
の
ほ
か
詳
し
い

集
計
結
果
を
グ
ラ
フ
で
表
し
て
い
ま
す
。
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アンケートの概要
目的
　市内循環交通システム検討の基礎資
料として、市民の皆さんの外出に対す
る満足度・意向、バスの利用状況、移
動ニーズ等について、アンケートを 
実施。
対象者及び調査方法
�対象者：住民基本台帳を基に市全域
から約２，０００世帯を抽出。
�配布・回収方法：郵送
�調査票の発送・回収期間：
８月１１日（発送）～８月２５日（回収）

�回収状況：回収票数：６９３票
回収率：３４．７％
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・現在バスを利用する人の利用目
的は、通院が４８．７％、買物が
２３．７％となっている。

・利用回数は、「１月に２～３回」
が３１．８％、「１月に１回程度」が
２２．８％と過半数（５４．６％）で利
用回数が少ない状況となってい
る。１週間に３回以上の利用は
１２．４％を占める。

�利用回数

・外出の満足度は、通学を除く各目的で「十
分に外出できている（家族全員）」が過半
数を占めるが、一方で買物、通院で約３割
の世帯が「十分に外出できていない人がい
る」と回答している。

・「十分に外出できていない人がいる」と回答
した世帯でその人数を尋ねると、「１人」、
「２人」という回答の合計が各目的で８割以
上を占めている。また、買物、通院で、６０
歳代と７０歳以上の合計がそれぞれ６２．６％、
７０．６％と高く、十分に外出できていないと
感じている。

・現在の交通手段は、自動車（自分で運転）
が３５．９％、家族等の送迎が２５．８％と自動車
利用が６割を占めている。

�
バ
ス
の
利
用
状
況
等
に
つ
い
て　 

�利用目的

�
日
常
の
外
出
状
況
に
つ
い
て　 

�現在利用している主な交通手段

�外出に対する満足度

�十分に外出できていない人の年齢

�十分に外出できていない人の人数
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�
新
た
な
交
通
機
関
に
対
す
る
利
用
意
向　 

【利用される方の年齢】

６０歳代、７０歳以上が５７．８％と高くなっている。
そのほかでは、１０歳代が９．９％となっている。

�利用される方の年齢

�利用目的

【利用目的】

通院が３６．８％、買物が２７．４％と多く、習い事・
遊び、公共施設利用はそれぞれ１割程度となっ
ている。

�行き先（地域）

【行き先（地域）】

各地域から大宮地域への移動ニーズが高い結果
となっている。

�具体的な目的地

【具体的な場所】

利用目的に対応するように病院、ショッピング
センターへの移動ニーズが高く、次いで商店
街・物産直売所、鉄道駅となっている。

�行きの利用時間

【行きの利用時間帯】

９～１２時が最も多い結果となっている。

�帰りの利用時間

【帰りの利用時間帯】

１２～１５時が２６．５％、１５～１７時が２０．２％と１２～１７
時で４６．７％となっている。

【利用頻度】

新たな交通システムが出来たときの利用頻度は
１ヶ月に２～３回が２０．０％、１週間に１程度が
１５．７％、１ヶ月に１回程度が１３．６％という結果
となった。

�利用頻度

�支払可能な運賃

【支払い可能な運賃】

３００円程度が１５．０％、２００円程度が１４．３％、５００円
程度が１１．８％と、利用に際して一定の負担に理
解を示した結果となっている。




